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令和２年 年頭のごあいさつ
NOSAIの建物共済 住まいる
収入保険がサポートします
水稲を耕作の組合員のみなさま

すべての災害に備えて

農業保険でリスク管理
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篠ノ井線

長野自動車道

北陸
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線

しなの
鉄道

上信越自動車道

上信越自動車道

北陸新幹線

中部横断自動車道

　
令
和
元
年
は
春
先
の
凍
霜
害
、
豪
雨
、
夏
の
猛
暑
と
自

然
災
害
が
多
発
し
、
台
風
19
号
の
豪
雨
は
10
月
12
日
か
ら

13
日
に
か
け
て
、
県
の
東
北
信
地
方
を
流
れ
る
千
曲
川
お

よ
び
千
曲
川
支
流
の
河
川
が
氾
濫
、
数
か
所
で
堤
防
が
決

壊
し
、
広
域
で
冠
水
や
土
砂
流
入
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
千
曲
川
流
域
の
市
町
村
で
は
家
屋
や
農
作
物
に
大

き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
千
曲
川
の
堤
防
が
決
壊

し
た
長
野
市
は
４
ｍ
以
上
も
浸
水
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、

甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
風
も
強
く
、
最
大
瞬
間
風
速
で
東
御
市
30
・
６
m/s
、

上
田
市
24
・
４
m/s
、
伊
那
市
28
・
４
m/s
、
長
野
市
25
・
７
m/s
、

中
野
市
27
・
５
m/s
を
観
測
し
、
収
穫
前
の
り
ん
ご
の
落
果

や
そ
ば
の
倒
伏
、
ま
た
、
園
芸
施
設
で
も
多
く
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
災
害
は
、水
稲
や
果
樹
、大
豆
、野
菜
な
ど
収
穫

を
迎
え
た
農
作
物
へ
の
被
害
は
甚
大
で
す
。
加
え
て
、
農

業
者
の
家
屋
等
生
活
基
盤
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
日
常
生

活
の
回
復
が
最
優
先
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

長
野
で
は
現
地
に
到
達
で
き
る
圃
場
や
樹
園
地
か
ら
損
害

評
価
に
着
手
し
、
年
内
に
水
稲
、
麦
、
大
豆
、
ぶ
ど
う
、
な

し
、
も
も
、
園
芸
施
設
の
共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た
。
り

ん
ご
に
つ
い
て
は
50
％
以
上
の
被
害
を
受
け
た
加
入
者
に

対
し
60
％
の
共
済
金
の
仮
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
、
一
日
も
早
い
復
旧
と
皆
様
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

千
曲
川
お
よ
び
千
曲
川
支
流
の
河
川
に

大
き
な
爪
痕
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頭
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ご
あ
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さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
新
春
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
は

ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
組
合
も
県
域
組
合
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
お
か
げ

さ
ま
で
３
回
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
組
合
員
の
皆
様
は
じ
め
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
春
先
か
ら
の
凍
霜

害
、
降
ひ
ょ
う
、
豪
雨
、
猛
暑
、
大
型
台
風
の
襲
来
と
自

然
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
本
県
で
は
、
特
に
台
風
19

号
が
猛
威
を
振
る
い
、
県
内
初
の
大
雨
特
別
警
報
が
発

令
さ
れ
、
千
曲
川
が
各
地
で
氾
濫
、
決
壊
し
、
尊
い
人

命
を
失
う
と
と
も
に
、
住
宅
、
農
地
、
農
業
施
設
・
機
械

お
よ
び
農
作
物
等
す
べ
て
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
悔
や
み

と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
組
合
で
は
共
済
金
の
早

期
支
払
い
に
努
め
、
な
し
及
び
り
ん
ご
の
共
済
金
仮
渡

し
を
年
末
ま
で
に
行
い
ま
し
た
。
被
災
農
業
者
の
皆
様

に
は
、
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
さ
れ
、
今
ま
で
以

上
の
農
業
生
産
と
安
定
し
た
経
営
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る

よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
改
正
農
業
共
済
事
業
お
よ
び
収
入
保
険

事
業
の
２
本
立
て
の
農
業
保
険
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て

１
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
農
業
共
済
事
業
で
は
特
に
、

園
芸
施
設
共
済
に
お
い
て
、
近
年
の
大
型
台
風
、
豪
雨

お
よ
び
豪
雪
に
対
し
て
、
幅
広
い
農
家
が
災
害
対
応
と

し
て
ご
加
入
い
た
だ
く
よ
う
、
集
団
加
入
に
よ
る
掛
金

等
軽
減
、
補
償
の
拡
充
を
行
う
な
ど
制
度
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
収
入
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
メ
デ

ィ
ア
、
広
報
紙
等
を
通
じ
て
農
家
の
皆
様
に
広
く
お
伝

え
す
る
と
と
も
に
、
会
議
、
訪
問
等
に
よ
り
、
青
色
申

告
実
施
の
有
無
お
よ
び
収
入
保
険
の
加
入
意
向
の
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
昨
年
は
５
０
５
経
営
体
、
補
償

額
で
65
億
円
の
加
入
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
年
目
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
軽
減
措
置
も
新
た
に
追
加
し
て

加
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

山
岳
に
囲
ま
れ
台
風
災
害
が
少
な
い
本
県
も
昨
年
は

大
き
く
被
災
し
ま
し
た
。
ま
た
農
畜
産
物
価
格
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
11
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
お
よ
び
日
米
貿
易
交
渉
な
ど
に

よ
る
輸
入
農
産
物
の
攻
勢
、
産
地
間
競
争
お
よ
び
消
費

動
向
等
に
よ
り
下
落
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
に
は
、
国
等
の
補
助
金
も
あ
り
ま
す
が
、
先
ず
は

自
ら
が
農
業
保
険
に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
農

業
経
営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
組
合
で
は
本
年
４
月
か
ら
組
織
機
構
を
改

革
し
て
、加
入
推
進
力
の
向
上
、業
務
の
効
率
化
を
行
う

と
と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
を
図
り
、

組
合
員
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
団
体
と
し
て
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
と
と
も
に
、令
和
２
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、災
害
が

な
く
、
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
令
和
２
年　

元
旦

台風19号 県内の農作物関連被害

佐久市（10月15日	撮影）

長野市松代町（10月15日	撮影）

長野市豊野（10月16日	撮影）

長野市豊野（10月17日	撮影）

飯山市（10月17日	撮影）

台風19号により千曲川および千曲川支流の
河川が氾濫し被害となった主な場所
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基準収入

保険期間
の

販売収入

基準収入

保険期間
の

販売収入

基本のタイプ 補償の下限を設けたタイプ
補償の下限を選択しない場合 基準収入の70%を補償の下限として選択した場合

保険料 7.8万円
積立金 22.5万円

例えば、基準収入が1,000万円の場合…

（注）5年以上の青色申告実績がある者の場合 （注）5年以上の青色申告実績がある者の場合
（下限は70%、60%、50%から選択可）

90％

80％

100％

補償対象外

収
入
減
少 保険方式で補てん

積立方式で補てん

保険料 4.4万円
積立金 22.5万円

90％

80％

70％（補償の下限）

100％

収
入
減
少

保険方式で補てん
積立方式で補てん

　
例
え
ば
、
40
坪
の
木
造
一
般
住
宅
に
大
人
２
人
、
子
ど
も
１
人
で
お
住
ま
い
の

場
合
の
標
準
的
な
評
価
額（
再
建
築
価
額
）は
、
建
物
２
１
２
０
万
円（
40
坪
×
53

万
円
）、
家
具
類
１
４
１
０
万
円
、
合
計
３
５
３
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
の
加
入
額
で
十
分
で
す
か
？
他
の
共
済
・
保
険
の
加
入
で
十
分
で
す
か
？

　
災
害
時
に
お
支
払
い
す
る
共
済
金
は
、
加
入
割
合
に
応
じ
た
支
払
い
に
な
り
ま

す
。
火
災
や
自
然
災
害
な
ど
、
も
し
も
の
時
の
た
め
に
評
価
額（
再
建
築
価
額
）い

っ
ぱ
い
の
ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

（
※
一
方
で
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
他
の
共
済
・
保
険
の
加
入
額
が
評
価
額
を
超
え
て
い

る
場
合
に
は
超
過
保
険
と
な
り
ま
す
の
で
、
一
度
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
）

　
地
震
、
噴
火
に
よ
る
被
害
の
場
合
の
支
払
い

は
加
入
額
の
50
％
を
限
度
と
し
ま
す
（
建
物
に

５
％
以
上
の
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
家
具
類

は
70
％
以
上
の
損
害
が
発
生
し
た
場
合
に
支
払

い
と
な
り
ま
す
）。

　
本
年
度
の
台
風
19
号
で
も
河
川
の
氾
濫
に
よ

り
発
生
し
ま
し
た
が
、
水
害
で
は
、
浸
水
に
よ

り
建
物
に
水
濡
れ
損
害
が
生
じ
た
場
合
、
浸
水

の
深
さ
を
計
測
し
、
該
当
す
る
用
途
建
物
の
損

害
割
合
表
を
用
い
て
損
害
割
合
を
算
出
し
ま
す

（
表
１
参
照
）。

　
共
済
・
保
険
で
適
用
す
る
損
害
割
合
と
、
行

政
の
発
行
す
る
罹
災
証
明
書
用
の
損
害
程
度
の

判
定
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
総
合
共
済
で
は
建
物
と
家
財
の
補
償
金
額
を

分
け
て
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　
建
物
の
補
償
と
は
別
に
、
倉
庫
、
納
屋
等
に

保
管
さ
れ
て
い
る「
米
」「
麦
」「
大
豆
」の
補
償
を

特
約
で
き
る
も
の
で
、
選
択
し
た
品
目
ご
と
に

１
口
あ
た
り
１
０
０
万
円
で
、
５
口
ま
で
ご
加

入
い
た
だ
け
ま
す
。「
一
時
保
管
タ
イ
プ（
保
管

期
間
が
１
２
０
日
以
下
）」
と「
通
年
保
管
タ
イ

プ
」
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
損
害
は
、
総

合
共
済
で
補
償
さ
れ
る
事
故
で
損
害
が
発
生
し

た
場
合
で
す
（
掛
金
は
表
２
参
照
）。

　
火
災
共
済
は
火
災
、
落
雷
、
破
裂・爆
発
等
の
事
故
が
対
象
で
す
。
総
合
共
済
は
、

火
災
共
済
の
補
償
プ
ラ
ス
自
然
災
害
も
対
象
と
し
ま
す
。

　
地
震
は
じ
め
風
水
害
等
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、
総
合
共
済
へ
の
ご
加
入
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

●
火
災
共
済
の
加
入
限
度
額
は
６
０
０
０
万
円
、
総
合
共
済
の
加
入
限
度
額
は
４

０
０
０
万
円
で
す
。
火
災
共
済
と
総
合
共
済
を
組
み
合
わ
せ
て
加
入
す
る
場
合

は
、
１
棟
に
つ
き
１
億
円
ま
で
加
入
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
再
建
築
価
額
ま
で

が
限
度
と
な
り
ま
す
）。

●
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
は
、
補
償
額
１
０
０
０
万
円
の
場
合
、
火
災
共
済
が

年
額
６
９
０
０
円
、
総
合
共
済
が
年
額
２
１
９
０
０
円
で
ご
加
入
い
た
だ
け
ま

す
（
※
普
通
物
件
一
般
造
で
基
本
契
約
の
場
合
）。

●
補
償
内
容
は
毎
年
見
直
し
が
で
き
ま
す
。

　
　
自
動
継
続
年
数
は
３
年
か
ら
10
年
ま
で（
※
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
１
年
ご
と
の
契
約
で
す
の
で
、
補
償
内
容
の
毎
年
の
見
直

し
が
で
き
ま
す
。

火災共済／総合共済
NOSAIの建物共済

家
の
補
償
額
は
十
分
で
す
か
？

自
然
災
害
に
備
え
る
に
は
総
合
共
済
へ

自
然
災
害
へ
の
備
え
は
十
分
で
す
か
？

床上浸水深さ
（cm）

（以上〜未満）
平屋建

２階建
1・2階比

5：5
1・2階比

7：3

１階

50〜55 22.01 12.11 16.07
100〜105 30.48 16.76 22.25
150〜155 38.95 21.42 28.43
200〜205 47.87 26.33 34.95

２階
10〜15 — 48.46 59.32
30〜35 — 49.98 60.24

床上浸水深さ
（cm）

（以上〜未満）
平屋建

２階建
1・2階面積比 5：5

１階部分 ２階部分
50〜55 55.28 27.64 77.64

100〜105 85.33 42.67 92.67
150〜160 97.75 48.88 98.88
200以上 100 50 100

（表１） 床上浸水の場合の損害割合
<建物> （単位：％）

（単位：％）<家財>

（表２） 収容農産物補償特約の掛金

※損害割合表より抜粋して記載
※一般住宅（平屋建120㎡以上、２階建180㎡以上）の場合

※損害割合表より抜粋して記載

補償限度額 1口あたり
掛金

対象
品目

Aタイプ：一時保管
（120日以内） 1建物、1品目、

1口100万円
加入限度口数5口

1,000円 米、麦、
大豆

Bタイプ：通年保管 3,000円

水
害（
浸
水
被
害
）の
評
価

収
容
農
産
物
補
償
特
約

（
総
合
共
済
で
付
帯
で
き
ま
す
）

地
震
等
の
補
償
限
度
割
合
は
50
％

加
入
は
建
物
と
家
財
を
区
分
し
て

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

火
災
が
多
発
す
る
時
節
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
の
ポ
イ
ン
ト

★
青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者
自
ら
が
生

産
・
販
売
し
て
い
る
す
べ
て
の
農
産
物
を

対
象
に
、
自
然
災
害
、
価
格
低
下
の
ほ
か
、

経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少

を
補
償
し
ま
す
。

★
保
険
期
間
中
の
大
き
な
損
害
発
生
時
に
は
、

無
利
子
の
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
令
和
２
年
の
収
入
保
険
か
ら
、
安
い
保
険
料
で

加
入
で
き
る
タ
イ
プ
を
準
備
し
ま
し
た
（
補
償

の
下
限
を
選
択
す
れ
ば
、
保
険
料
が
最
大
で
約

４
割
安
く
で
き
ま
す
。
7.8
万
円
→
4.4
万
円
）。

補てん金の試算

収入減少の程度
（保険期間の収入）

基本のタイプ
（保険料7.8万円、積立金22.5万円）

補償の下限70%のタイプ
（保険料4.4万円、積立金22.5万円）

補てん金 補てん金を含めた
保険期間の収入
（対基準収入）

補てん金 補てん金を含めた
保険期間の収入
（対基準収入）合計 保険方式

(保険金）
積立方式
（特約
補てん金）

合計 保険方式
(保険金）

積立方式
（特約
補てん金）

20％（800万円）   90万円     0万円 90万円 890万円（89％）   90万円   0万円 90万円 890万円（89％）
30％（700万円） 180万円   90万円 90万円 880万円（88％） 180万円 90万円 90万円 880万円（88％）
40％（600万円） 270万円 180万円 90万円 870万円（87％） 180万円 90万円 90万円 780万円（78％）
50％（500万円） 360万円 270万円 90万円 860万円（86％） 180万円 90万円 90万円 680万円（68％）
100％（0万円） 810万円 720万円 90万円 810万円（81％） 180万円 90万円 90万円 180万円（18％）

収入減少の程度
（保険期間の収入）

補償の下限60%のタイプ
（保険料6.2万円、積立金22.5万円）

補償の下限50%のタイプ
（保険料7.0万円、積立金22.5万円）

補てん金 補てん金を含めた
保険期間の収入
（対基準収入）

補てん金 補てん金を含めた
保険期間の収入
（対基準収入）合計 保険方式

(保険金）
積立方式
（特約
補てん金）

合計 保険方式
(保険金）

積立方式
（特約
補てん金）

20％（800万円）   90万円     0万円 90万円 890万円（89％）   90万円     0万円 90万円 890万円（89％）
30％（700万円） 180万円   90万円 90万円 880万円（88％） 180万円   90万円 90万円 880万円（88％）
40％（600万円） 270万円 180万円 90万円 870万円（87％） 270万円 180万円 90万円 870万円（87％）
50％（500万円） 270万円 180万円 90万円 770万円（77％） 360万円 270万円 90万円 860万円（86％）
100％（0万円） 270万円 180万円 90万円 270万円（27％） 360万円 270万円 90万円 360万円（36％）

サポートします
令和２年１月から

掛け捨てとなる保険料を安くできる
新たなタイプが誕生しました

が
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●
次
の
要
件
を
満
た
す
共
済
加
入
者
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

⑴
各
団
体
（
○
○
生
産
部
会
、
△
△
出
荷
組
合
等
）
が
長
野
県
農
業
共
済
組
合
と
協
定
を
締
結
し
て

い
る
こ
と

⑵
当
該
団
体
の
園
芸
施
設
共
済
の
加
入
割
合
が
一
斉
加
入
受
付
前
よ
り
増
加
す
る
と
と
も
に
、
当
該

加
入
割
合
が
８
割
を
超
え
る
こ
と

⑶
当
該
一
斉
加
入
受
付
に
よ
り
園
芸
施

設
共
済
に
申
し
込
み
を
行
う
こ
と

●
共
済
掛
金
率
の
割
引

　
割
引
率
：
５
％

　
※
⑴
〜
⑶
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
事
務
費
賦
課
金
の
割
引

　
ア
．
10
人
以
上
の
構
成
員
が
一
斉
加

入
受
付
を
行
っ
た
場
合

　
　
割
引
率
：
20
％

　
イ
．
５
人
以
上
９
人
以
下
の
構
成
員

が
一
斉
加
入
を
行
っ
た
場
合

　
　
割
引
率
：
10
％

　
※
ア
お
よ
び
イ
の
割
引
措
置
は
当
該

団
体
の
加
入
率
が
８
割
を
超
え
な

く
て
も
適
用
可
で
す
。

診
療
費
の
１
割
が

自
己
負
担
に

牛
白
血
病
の

死
廃
共
済
金

　
疾
病
傷
害
共
済
の
令
和
２
年
１
月
加
入
分
か
ら

順
次
、
病
傷
共
済
金
の
算
定
方
法
が
変
更
さ
れ
ま

す
。

　
組
合
で
は
、
初
診
料
を
含
む
診
療
費
の
９
割
を

病
傷
共
済
金
と
し
て
獣
医
師
等
に
お
支
払
い
し
ま

す
の
で
、
１
割
は
加
入
者
様
が
獣
医
師
（
組
合
獣

医
師
の
場
合
は
組
合
）
へ
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
令
和
元
年
10
月
３
日
か
ら
、
長
野
県
中
央
家
畜

市
場
で
の
取
引
に
つ
い
て
「
和
牛
肥
育
農
家
向
け

牛
白
血
病
補
償
制
度
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
死
廃
共
済
金
の
算
出
に
あ
た
り
、
補
償
金
等
に

つ
い
て
は
事
故
家
畜
の
価
額
か
ら
除
い
て
算
出
す

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ

る
補
償
金
も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
願
い

ま
す
。

園芸施設共済 果樹共済

畑作物共済

家畜
共済

★
加
入
に
あ
た
り

　

過
去
３
年
以
上
の
出
荷
実
績
が
得
ら
れ
る

場
合
は
、
全
相
殺
方
式
の
最
高
補
償
割
合
８

割
の
加
入
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
３
年
以
上
の
出
荷
実
績
が
得

ら
れ
な
い
場
合
は
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方

式
の
最
高
補
償
割
合
９
割
の
加
入
が
で
き
ま

す
。

★
加
入
申
し
込
み
期
限

　

夏
そ
ば
の
播
種
期
は
４
月
下
旬
か
ら
５
月

下
旬
で
す
。
加
入
さ
れ
る
方
は
播
種
前
の
５

月
10
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
時
に
秋
そ
ば
を
作
付
け
さ
れ
る

方
は
加
入
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
夏
そ
ば
」
が
新
た
に

共
済
目
的
に
追
加
さ
れ
ま
す
。

令
和
２
年
産
か
ら

令
和
２
年
産（
総
合
短
縮
方
式
）

令
和
２
年
産
の
発
芽
期
か
ら
収
穫
期
ま
で
を
補
償
対
象
と
す
る

総
合
短
縮
方
式
の
加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
し
た

新たに「夏そば」の加入を受付けます!

一
斉
加
入
受
付
で
共
済
掛
金
等
を
割
引

補
強
し
た
特
定
園
芸
施
設
の
掛
金
を
割
引

補
強
施
設
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
に
該
当

　
割
引
率
：
15
％

※
補
強
施
設
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
と
は
す
べ
て
の
パ
イ
プ
の
径
が
31
・
８
㎜
以
上
の
パ
イ
プ
に
よ
り
造
ら

れ
た
施
設
で
す
。

※
割
引
後
の
料
率
は
、
特
定
園
芸
施
設
・
附
帯
施
設
・
撤
去
費
用
・
復
旧
費
用
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
個
人
加
入
の
場
合
に
も
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
10
月
12
日
に
台
風
19
号
に
よ
る
強
風
、
豪
雨
、
河
川
の
氾
濫
、

決
壊
と
甚
大
な
被
害
を
は
じ
め
、
猛
暑
に
よ
る
日
焼
け
、
凍
霜
害
、
降
ひ
ょ

う
等
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
近
年
は
予
見
す
る
こ
と
が
困
難
な
災
害
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
多
く
の
方
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
暴
風
・
ひ
ょ
う
害
・
凍
霜
害
の

特
定
の
災
害
の
み
を
対
象
と
す
る
特
定
危
険
方
式
と
、
樹
園
地
ご
と
を
対
象

と
す
る
樹
園
地
方
式
は
、
令
和
４
年
産
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
現
在
こ
の
方
式
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た

新
規
に
ご
加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、「
あ
ら
ゆ
る
災
害
」等
を
対
象
と

す
る
半
相
殺
減
収
総
合
短
縮
方
式
へ
の
切
り
替
え
、
ま
た
青
色
申
告
者
は
収

入
保
険
へ
の
加
入
を
ご
検
討
い
た
だ
き
、
移
行
ま
た
は
ご
加
入
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
て

半
相
殺
減
収
総
合
短
縮
方
式
へ
の
加
入
を

特
定
危
険
方
式
お
よ
び
樹
園
地
方
式
が

令
和
４
年
産
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す

＜各団体＞
○○出荷生産組合等 NOSAI長野

協定書締結

共済掛金の
割引

締結前より
加入率が増加

加入率が
８割を超える

共済掛金率
５%OFF

事務費賦課金の割引

5人以上
9人以下の加入

事務費賦課金
10%OFF

10人以上
の加入

事務費賦課金
20%OFF
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左記の内容を変更をする場合は、

記入例により訂正してください。

市町村名（コードＡ）

地区名（コードＢ）

集落名（コードＣ）

生産調整方針

作成主体コード

地域協議会名（コードＤ）

共済組合名

共済地区名

組合員等コー

大小地区コー

電話番号（有線）

㊞
□個人

□法人

□集落営農

（構成員　　  人）

※該当へ☑を入れてください。※氏名欄・住所欄にお名前・住所を自筆で記入ください。 ※２枚目、３枚目にも必ず押印をお願いします。

漢字（２枚目、３枚目にも必ず押印をお願いします） 漢字

※前年度と異なる金融機関等を利用する場合は記入ください。

※面積は０.０１ａ単位で記入をお願いします。　　　注） １反歩≒１０ａ

※損害評価は、申込内容により評価しますので正確に記入して下さい。
（昨年の加入状況等）

（上段：水田台帳／下段：農業保険情報（引受面積））

令和２年度（産）経営所得安定対策等交付金に係る営農計画書及び水稲生産実施計画書 （水稲共済加入申込書は３枚目）

※加入している又は加入予定の場合は「○」を記入してください。

令和２年　　　月　　　　日

kg k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

kg/10a a a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

※新規需要米・加工用米については「需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領」に基づく契約数量等を記載する

※ 主食用水稲以外は、水田、畑、二毛作の区分に限らず、作付面積の合計を記載すること。

※ 麦は、数量払いの対象とならない種子用、ビール麦を除いた面積とします。

※ 大豆は、数量払いの対象とならない種子用大豆、黒大豆を除いた面積とします。

※ そば、なたねは、数量払の対象とならない種子用を除いた面積とし、なたねについては、

　　油糧用以外のものを除いた面積とします。

a

a

a

a

a

a

a

ロール
k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

ロール
k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

ロール
㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

（１枚目　提出用）

※品質方式は、別途定める生産金額

地　　名　　・　　地　　番

分
筆
番
号

交
付
対
象
農
地
区
分

作
　
　
　
期

区
　
　
　
分

収
量
等
級

加
工
用
米

多
収
性
専
用
品
種

再
生
利
用
加
算
該

種
子
圃
場

酒
造
好
適
米

Ｗ
　
Ｃ
　
Ｓ

飼
料
用
米

米
粉
用
米

新
市
場
開
拓
用
米

耕
地
番
号

水田面積

（畦畔除く）

上段ー水田台帳

下段ー農業保険情

水稲作付

（引受）面積

上段ー水田台帳

下段ー農業保険情

上段ー水田台帳

下段ー農業保険情報

水稲以外の

作物作付等面 作 物 等 名

又は

水稲品種名
品種
コード

自家消費

該当＝○
貸　　　借　　　相　　　手　　　方

地　　　　　　　　権　　　　　　　　者
（ 権　原　を　有　す　る　者 ）

貸
借
コ
ー
ト

達成予定
年　　度

不作付け地

の改善計画

予定内容

新規需要米

農 業 者 記 載 欄

減収
栽培

有機

直播

その他

二毛作の
実施＝○

二毛作
（裏作）
作物名

耕畜
連携

取組
種類

新植造
成年月

新規開
田年月

転換畑
該当年
月

当年
畑地
転換

畑地化
開始年

通 信 欄個人選択共済金額引受収量基準収穫量水稲作付（引受）面積水田面積引受筆数耕地筆数

主食用米 米粉用米 飼料用米

合 計

口座番号 口　座　名　義　人　（ カ ナ ）金融機関 種水
稲
共
済

農 業 共 済

主　食　用

引受方式

補償割合
（％）

補償割合
（％）

補償割合
（％）

選択共済金額の順位

主食用 飼料用 米粉用
加入

一筆
半損特

飼　料　用 米　粉　用

新規需要米・加工用米・備蓄米記入欄 担当者記入欄

区　分 出荷・販売契約数量 生産予定面積
作況調整後の

出荷・販売契約数量 出荷・販売数量 備　考

ＷＣＳ用稲

米粉用米

飼料用米

飼料用米

青刈り稲
（※飼料作物）

新市場開拓用

新 

規 

需 

要 

米

加工用米

備蓄米

合　　計

　本票に記載された内容については、「需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領」「経営

所得安定対策等実施要綱」に基づく事業及び水稲共済の引受など円滑な事業推進のため、関係

法令、要綱、要領、通達などを遵守し、関係他機関に提供されること、第三者の情報を記載するこ

とに関する責任を負うこと、記載内容を確認するための調査や資料提供に応じること、助成要件

を満たさなかったことが明らかになった場合は助成金を返還することについて承諾します。
参加する生産調整

方針作成主体名

大　豆小　麦

二条
大麦

六条
大麦

はだ
か麦

そ　ば

なたね

対象作物生産予定面積対象作物 生産予定面積

麦

畑作物の直接支払交付金（ゲタ）の営農継続支払に係る生産予定面積
（認定農業者、要件を満たす集落営農、認定新規就農者が対象）

主食
用

水稲

対象作物 作付面積換算値 設定確認生産数量目安値 単収（㎏/10a）

生産数量の目安値（農業者等間調整後）記入欄

経
営
形
態

住  

所 

（
カ
ナ
）

氏  

名 

（
カ
ナ
）

令和２年産 農業保険加入状況（含加

農作物共

麦 大豆 そば
収入保

畑作物共済

※収入保険（令和３年産）加入予定

（加入する場合は、共済・ナラシは加入できませ
※青色申告者に限る（○印を記入）

加入予定

共済組合か
ら協議会へ
の情報提供
を許可する

経営所得安定対策
交付申請予定

農業者
番　号

コード

Ｄ
コード

Ｃ
コード

Ｂ
コード

Ａ

農済 太郎

ノウサイ タロウ

イッピツ イッピツ７０ ７０１ １ アリ

　
水
稲
共
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、
制
度
改
正
に
よ
り
令
和
元
年
産
か
ら
任
意
加
入
制
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
も「
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
」に
よ
り
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

　
地
域
再
生
協
議
会
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す「
営
農
計
画
書
お
よ
び
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
一
体
化
帳
票
」

の
３
枚
目
が
加
入
申
込
書
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
水
稲
共
済
の
制
度
概
要
と
加
入
申
込
書
の
記
入
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
松
本
市
・
塩
尻
市
・
安
曇
野
市
・
大
町
市
・
池
田
町
・
松
川
村
・
白
馬
村
・
小
谷
村
・
富
士
見
町
・
南
牧
村
お
よ
び

上
伊
那
地
区
に
つ
い
て
は
、
独
自
の
帳
票
で
の
取
り
ま
と
め
に
な
り
ま
す
。

加入を希望される場合は、必ず加入申込書
（３枚目）にも押印をお願いします。

「一筆方式」が令和4年産より廃止となります。JA等乾燥調製施設に概ね全量出荷されておられ  る皆様は「全相殺・品質９割補償方式」等の方式への変更を、
全量出荷でない皆様は「地域インデックス９割補償方式」「半相殺８割補償方式」等への変更をお  早めにご検討ください。

筆の確認、訂正方法は各地域再生協議会の記入例によってくだ
さい。（水稲共済加入は、水稲耕作の全圃場加入が必要です）

令和元年産加入の方は「アリ」が記載されています。継続加入はそのまま、
加入を希望しない場合は「×」、新規で加入の場合は「○（アリ）」印、にして
ください。

被害申告等について
○ 被害が見込まれる場合は、必ず刈取り前に届け出てください。
○ 被害申告に基づき、損害評価員等による損害評価を実施します。
○ 損害防止のため鳥獣害対策など必要な対策をお願いします。
○ NOSAIでは獣害対策への一部助成を行っています。
　 お問い合わせください。

税申告が青色申告であり、2021年（令和３年）産に「収入保険」への
ご加入を予定される場合は、「○」を付けてください。

保管中の米の災害に備えて
NOSAIの建物総合共済（収容農産物補償特約付）
へのご加入をお勧めします。

○ 思わぬ自然災害や病虫害、鳥獣害による水稲の被害を補償します。
○ 水稲共済は国の公的制度であり、掛金の半分は国が負担します。
　 個人別の掛金率で被害が少ない方は安い掛金となります。

[補償される災害の種類]
○ 自然災害（風水害、干害、冷害、雪害、地震などによる減収）
○ 病虫害（いもち病、紋枯病、ウンカ、カメムシなどによる減収）
○ 鳥獣害（スズメ、イノシシ、シカ、サルなどの踏み荒らしや食害）

※変更の場合は、次の方式
から選択してください。

•一筆方式
•半相殺方式
•全相殺方式
•品質方式
•地域インデックス方式
     から選択してください。

※変更の場合は、次から選択してください。

※次の表は令和元年産単価です。第１位以外を選択する場合は、単価を目安に選択してくださ
い。なお、令和２年産単価については、１月末決定予定です。

区分 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位 第７位 第８位
主食用米
飼料用米
米粉用米

195円
  40円
  84円

176円
  36円
  76円

156円
  32円
  67円

137円
  28円
  59円

117円
  24円
  50円

98円
20円
42円

16円
34円

12円
25円

※品質方式は、別途定める生産金額

水
稲
を
耕
作
の
組
合
員
の
み
な
さ
ま

災
害
に
備
え
水
稲
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

半相殺方式
一筆方式

全相殺方式、品質方式、
地域インデックス方式

引　受　方　式 補償割合（％）

80
70

70
60

60
50

90 80 70

内容を変更する場合は、二重線で訂正してください。
※昨年（令和元年産）の加入状況が打ち出されています。

「一筆」以外の方式の特約です。全相殺方式など農家単位の補償方式でも、
一筆単位で半作以上の被害の場合に対象となります。（通常掛金に特約分
の掛金が必要です）
特約が必要の場合は「有（アリ）」を、不要の場合は「×」を記してください。
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農業者からのメッセージ 私たちの取り組み事例

　
ハ
ウ
ス
栽
培
で
シ
ク
ラ
メ
ン
を
７
万
か

ら
８
万
鉢
、
春
は
野
菜
の
接
木
苗
を
中
心

に
５
万
か
ら
６
万
鉢
、
そ
の
他
草
花
を
３

万
鉢
ほ
ど
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
栽

培
は
流
動
的
な
も
の
な
の
で
、
そ
の
年
に

よ
っ
て
生
産
量
な
ど
大
幅
に
変
わ
り
ま
す
。

夫
婦
２
人
と
従
業
員
２
〜
３
人
で
従
事
し

て
い
ま
す
が
、
年
間
を
通
し
て
作
業
が
途

切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

22
年
前
就
農
し
ま
し
た
が
、
勉
強
も
兼
ね

30
年
前
か
ら
ハ
ウ
ス
栽
培
を
始
め
て
い
ま

し
た
。
そ
の
当
時
は
作
れ
ば
何
で
も
売
れ

た
時
代
で
し
た
が
、
消
費
動
向
の
変
化
、

量
販
店
の
進
出
も
あ
り
、
販
売
形
態
が
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
シ
ク
ラ
メ
ン
の
出

荷
で
は
、
花
を
抜
く
こ
と
は
せ
ず
、
自
然

咲
き
で
一
番
花
で
の
出
荷
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
毎
日
花

の
顔
つ
き
を
見

て
出
荷
し
て
い

る
の
で
、
花
色
、

花
形
、
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
に
は

自
信
が
あ
り
ま

す
。
今
は
全
体

の
８
割
を
市
場
か
ら
の
注
文
で
出
荷
し
、

２
割
を
市
場
外
流
通
と
し
て
い
ま
す
。
契

約
栽
培
の
場
合
は
価
格
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
で
す
が
、
品
質
が
落
ち
る
こ
と

や
、
計
画
出
荷
で
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い

な
ど
の
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。

　
そ
の
時
期
の
も
の
は
そ
の
時
期
に
売
り
、

ま
た
、
定
番
の
商
品
を
見
つ
け
出
し
て
作

り
続
け
る
こ
と
。
そ
の
中
で
農
家
の
特
色

を
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。
同
じ
花
で
も

毎
年
少
し
ず
つ
種
類
を
変
え
て
い
た
り
、

安
価
で
も
量
が
動
く
も
の
、
長
く
使
っ
て

い
け
る
も
の
な
ど
、
常
に
先
を
見
通
し
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
予
想
し
て
商
品
開
発

を
続
け
て
お
り
、
市
場
開
拓
も
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
危
険
分
散
の
た
め
鉢
物
や
花

に
限
ら
ず
い
ろ
い
ろ
幅
広
く
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
農
業
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
上
田
市
の
「
林
農
産
株
式
会
社
」
で
は
、

水
稲
12
㌶
、
小
麦
10
㌶
、
大
豆
５
㌶
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
人
に
頼
む
よ
り
自
分
の

都
合
で
で
き
る
の
で
い
い
と
思
い
、
ド
ロ

ー
ン
を
令
和
元
年
６
月
に
購
入
し
ま
し
た
。

　
以
前
は
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
で
農
薬
散
布

を
委
託
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
時
間

や
天
気
等
の
都
合
が
合
わ
な
い
こ
と
が

多
々
あ
り
、
自
分
の
都
合
で
散
布
で
き
る

ド
ロ
ー
ン
を
４
年
前
か
ら
購
入
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
は
、
ド

ロ
ー
ン
が
高
額
だ
っ
た
た
め
、
購
入
ま
で

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
で
散
布
作
業
を
実
施
す
る
た

め
の
免
許
取
得
に
新
潟
へ
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
業
者
見
積
も
り
が
意
外
と
低
価
格

で
あ
り
、
消
費
税
増
税
前
に
購
入
に
至
り

ま
し
た
。
免
許
取
得
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
ド

ロ
ー
ン
の
購
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ち
ょ
う

ど
重
な
り
、
令
和
元
年
の
導
入
と
な
り
ま

し
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
使

用
時
に
は
必
ず

補
助
１
人
、
交

通
係
１
人
の
３

人
で
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、

27
㌃
の
水
田
に

倒
伏
軽
減
剤

を
散
布
し
ま

し
た
が
、
10

分
程
度
の
散

布
時
間
で
、

以
前
と
比
べ

る
と
大
幅
な
作
業
時
間
の
短
縮
や
省
力
化

が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ

リ
よ
り
音
が
静
か
な
た
め
周
辺
住
宅
へ
の

配
慮
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

圃
場
に
入
ら
な
く
て
も
作
業
が
で
き
、

ま
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
重
た
く
な
く
、
操

縦
も
簡
単
で
と
て
も
使
い
や
す
い
で
す
。

た
だ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
が
長
続
き
し
な
い
の

と
精
密
機
械
な
の
で
湿
気
の
管
理
に
神
経

を
使
い
ま
す
。

　
水
稲
や
小
麦
の
農
薬
散
布
以
外
に
も
小

麦
の
追
肥
散
布
も
行
い
た
い
で
す
。
ま
た
、

ド
ロ
ー
ン
が
進
化
し
、
自
動
で
草
刈
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
も
っ
と
作
業
時
間

の
短
縮
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
会
社
は
、
今
年
で
設
立
８
年
目
と
な
り

ま
す
。
今
後
、
小
麦
を
パ
ン
や
カ
ス
テ
ラ

に
加
工
す
る
６
次
産
業
化
に
少
し
ず
つ
導

け
ら
れ
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

資
金
や
人
材
確
保
が
難
し
い
な
ど
の
問
題

も
多
い
た
め
、
少
し
ず
つ
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　
妻
の
実
家
で
作
ら
れ
て
い
た
り
ん
ご

の
美
味
し
さ
が
、
栽
培
に
興
味
を
持
っ

た
き
っ
か
け
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
農
業
の
楽
し
さ

に
魅
せ
ら
れ
、
伊
那
市
か
ら
飯
綱
町
に

移
住
し
て
農
家
に
な
り
ま
し
た
。
妻
の

実
家
か
ら
引
き
継
い
だ
40
㌃
ほ
ど
の
園

地
を
現
在
は
80
㌃
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
早
採
り
を
せ
ず
、
し
っ
か
り
と
蜜
が

入
る
ま
で
待
ち
、
ど
ん
な
に
見
た
目
が

良
く
て
も
蜜
入
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。
７
割
近
く
が
注
文
を
受
け
て
の
個

人
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　
肥
料
は
人
間
で
例
え
る
と
食
事
。
人

が
食
事
か
ら
栄
養
を
得
る
よ
う
に
、
り

ん
ご
作
り
も
肥
料
か
ら
大
切
に
し
た
い

と
思
い
、
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
有
機

農
法
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
土
壌
改
善

の
効
果
に
よ
っ
て
、
水
は
け
も
良
く
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
り
ん
ご
や
野
菜
を
使
っ
て
美

味
し
い
加
工
品
を
作
り
た
い
と
思
い
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
加
工
、
販
売
を
受
注

生
産
で
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
が
以
前

食
品
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
た
経
験
や
、

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
役
立
ち
、
商
品
化
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
同
町
商
工
会
の
補
助
を
利
用

し
、
商
品
化
ま
で
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
企
業
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
実
現
に

至
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
加
工
場
も
完
成
し
、
こ
れ
か

ら
は
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
以
外
に
も
パ
ン
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
商
品
の
製
造
か
ら
販
売

ま
で
を
試
み
た
い
で
す
。

　

就
農
前
は
県
内
の
ス
キ
ー
場
な
ど
、

各
地
の
リ
ゾ
ー
ト
地
を
転
々
と
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
を
機
に
地
元

で
あ
る
飯
田
市
に
戻
り
就
農
を
決
意
し

ま
し
た
。

　
就
農
時
は
こ
れ
ま
で
家
で
や
っ
て
い

た
促
成
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
４
年
目
に
周
辺
農
業
者
と
違
う

も
の
を
栽
培
し
た
い
と
思
い
、
当
時
南

信
州
で
は
栽
培
す
る
農
業
者
が
少
な
か

っ
た
パ
プ
リ
カ
の
栽
培
に
取
り
組
み
13

年
目
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
は
５
㌃
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
で
約

５
７
０
本
を
、
４
月
に
定
植
し
７
月
〜 

11
月
に
収
穫
し
て
い
ま
す
。
パ
プ
リ
カ

の
色
は
黄
色
３
割
、
赤
７
割
と
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
も
の
で
す
。
土
づ
く
り
と
気
温

の
高
い
夏
場
の
温
度
管
理
に
気
を
付
け
、

良
い
発
色
と
な
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
規
模
拡
大
等
を
視
野

に
い
れ
な
が
ら
、
施
設
の
更
新
や
新
設

を
考
え
て
い
ま
す
。
昨
今
、
家
の
周
囲

を
見
渡
す
と
農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手

の
減
少
で
、
地
域
の
農
地
を
維
持
す
る

こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
し

か
し
好
き
な
農
業
を
続
け
、
次
の
世
代

へ
つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
踏
ん
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

農
地
の
維
持
を
第
一
に

常
に
先
を
見
通
し
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
予
想
し
て
商
品
開
発

飯田市

中な
か
じ
ま島 

謙け
ん

さ
ん（
47
歳
）

飯綱町

Ｋ
＆
Ｋ
フ
ァ
ー
ム

久く

ぼ

た
保
田 

譲ゆ
ず
るさ

ん（
44
歳
）

上田市

林は
や
し 

久ひ
さ
お雄

さ
ん（
57
歳
）

ド
ロ
ー
ン
で
の
農
薬
散
布
。

作
業
の
省
力
化
が
図
ら
れ
ま
し
た

り
ん
ご
や
野
菜
を
使
っ
た

加
工
品
の
開
発
に
も
挑
戦

松川村

髙
田 

泉い
ず
みさ

ん（
63
歳
）　

　
　

	

泰た
い
こ子

さ
ん（
62
歳
） ６次産業化にも挑戦したい

ドローンで農薬散布中出荷を待つシクラメン

左が髙田泉さん。奥様の泰子さんと一緒に

飯綱町のりんごのおいしさに魅了されました

収穫作業中の中島さん

発色のよいパプリカ作りを心がけています
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I N F O R M A T I O N

N O S A I 長 野 か ら の お 知 ら せ

共済目的
年間計画
面積
（a）

引受数量（単位：戸・a） 前年同期
実績面積
（a）

対比（％）
農業共済 収入保険 合計

戸数 面積 戸数(延） 面積 戸数 面積 計画比 前年比

農作物

水 　 稲　 2,809,799 42,149 2,474,242 185 107,900 42,334 2,582,142 2,874,547 91.9 86.1

麦(令和1年産） 239,982 296 216,560 26 23,296 322 239,856 254,537 99.9 94.2

（ 小　計 ） 3,049,781 42,445 2,690,802 211 131,196 42,656 2,821,998 3,129,084 92.5 90.2

果　樹

り ん ご 226,866 3,028 166,040 355 32,923 3,383 198,963 200,687 87.7 99.1

ぶ ど う 41,554 639 26,689 148 10,985 787 37,674 30,128 90.7 125.0

な し 25,995 545 15,432 65 3,082 610 18,515 19,951 71.2 92.8

も も 14,040 288 7,779 82 3,113 370 10,892 9,732 77.6 111.9

か き 3,667 94 2,139 24 652 118 2,791 2,457 76.1 113.6

す も も 3,123 59 1,940 39 1,057 98 2,997 1,940 96.0 154.5

（ 小　計 ） 315,245 4,653 220,019 713 51,812 5,366 271,832 264,895 86.2 102.6

畑作物

大 豆 161,158 204 118,264 19 15,726 223 133,990 145,723 83.1 91.9

そ ば 100,113 200 82,055 27 23,917 227 105,972 75,727 105.9 139.9

（ 小　計 ） 261,271 404 200,319 46 39,643 450 239,962 221,450 91.8 108.4

　
最
近
、農
業
生
産
の
現
場
で
は「
ス

マ
ー
ト
農
業
」
の
導
入
が
話
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
ス
マ
ー
ト

農
業
」
に
つ
い
て
の
国
や
県
の
取
り

組
み
、
具
体
的
な
技
術
の
導
入
事
例

等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
」と
は
ど

ん
な
農
業
で
し
ょ
う
か
。
一
言
で
い

う
と
「
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
、
省
力
化
・
精
密
化
や
高

品
質
生
産
を
実
現
す
る
新
し
い
農

業
」
で
す
。

　
国
は「
ス
マ
ー
ト
農
業
」の
実
現
に

向
け
、
平
成
25
年
か
ら
研
究
会
を
設

置
し
、
議
論
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
６
月
に
は
、
２
０
２
５
年

ま
で
に
農
業
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
担
い

手
が
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
農
業
を
行

う
姿
を
め
ざ
し
た
「
農
業
新
技
術
の

現
場
実
装
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
現
場
に
先
端
技
術
を

導
入
・
実
証
す
る
こ
と
で
ス
マ
ー
ト

農
業
の
普
及
を
加
速
化
さ
せ
る
た
め

の
「
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
全
国
69
か
所
で
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
長
野
県
で
は
、こ
れ
ま
で
に「
水
田

畦
畔
管
理
機
」、「
レ
タ
ス
収
穫
機
」、

「
ハ
ン
デ
ィ
型
果
実
熟
度
測
定
器
」な

ど
に
つ
い
て
、民
間
企
業
、大
学
な
ど

と
連
携
し
て
開
発
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
平
成

30
年
か
ら
中
山
間
地
域
で
の
活
用
の

た
め
の
実
証
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
は
、
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
地
域
へ
の
実
装
加
速
化

の
た
め
に
「
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の

お
試
し
導
入
」
事
業
を
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
水
田
セ
ン
サ
ー

や
施
設
園
芸
ほ
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
、
牛
群
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
を
県
が
購
入

し
て
、
無
償
で
農
業
者
に
貸
し
出
し
、

一
定
期
間
借
り
て
い
た
だ
い
て
そ
の

効
果
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
使
っ
て
み
て
農
作
物
の
管
理
に

と
て
も
役
立
っ
た
と
の
意
見
や
、
一

方
で
は
、
現
場
で
活
用
す
る
た
め
に

は
さ
ら
に
改
良
が
必
要
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
普
及
セ
ン
タ

ー
等
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
す

る
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
指

導
体
制
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
県
農
業
試
験
場
で
は
水

稲
な
ど
土
地
利
用
型
作
物
の
集
落
営

農
で
の
栽
培
に
お
け
る
、
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
一
貫
体
系
で
の
実
証
を
、

国
の
「
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
伊
那
市
の
集
落
営
農
法
人
「

（農）

田
原
」に
お
い
て
、ド
ロ
ー
ン
、直
進

ア
シ
ス
ト
田
植
機
、
自
動
給
水
栓
、

自
動
運
転
ト
ラ
ク
タ
ー
、
リ
モ
コ
ン

草
刈
機
、
食
味
・
収
量
コ
ン
バ
イ
ン

な
ど
を
導
入
し
て
、
水
稲
や
麦
の
生

産
を
効
率
化
し
て
生
み
出
さ
れ
た
労

力
で
園
芸
作
物
を
栽
培
し
、
所
得
の

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
度
も
実
演
会
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ

き
最
新
の
ス
マ
ー
ト
農
業
関
係
機
械

等
を
実
際
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
技
術
は
徐
々
に
身
近
な
も
の
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
が
、「
便
利
な
だ

け
」
で
の
導
入
は
経
営
を
圧
迫
し
か

ね
ま
せ
ん
。
各
経
営
体
に
お
い
て
、

ま
ず
「
自
分
の
経
営
で
何
を
改
善
す

る
こ
と
が
必
要
か
？
」
を
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
と
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

を
「
経
営
改
善
に
必
要
な
も
の
」
と

し
て
ス
マ
ー
ト
に
選
択
導
入
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

新しい農業技術
スマート農業について

長
野
県
警
察
か
ら
の

お
知
ら
せ

上
京
型
の

特
殊
詐
欺
に
注
意

　
県
外
に
呼
び
出
さ
れ
、
犯
人
に
お
金
を
渡
し

て
し
ま
う
オ
レ
オ
レ
詐
欺
事
案
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
手
口
は
、
息
子
等
を
名
乗
る
犯
人
が
「
病
院

で
書
類
と
携
帯
電
話
を
な
く
し
た
」「
書
類
を
な

く
し
た
責
任
で
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
。
不
足

分
の
１
０
０
万
円
を
用
意
で
き
な
い
か
」「
○
○

ま
で
持
っ
て
き
て
」
な
ど
と
電
話
を
し
て
き
て
、

指
定
し
た
場
所
ま
で
被
害
者
を
呼
び
出
し
、
最

後
は
、「
代
理
の
○
○
に
渡
し
て
欲
し
い
」な
ど

と
言
っ
て
、
代
理
役
の
犯
人
に
現
金
を
交
付
さ

せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

❶
自
分
の
と
こ
ろ
に
も
、
特
殊
詐
欺
の
電
話
が

か
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
意
識

を
持
ち
続
け
る
。

❷
自
宅
の
電
話
を
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、
犯

人
の
電
話
を
受
け
な
い
、
犯
人
と
話
を
し
な

い
対
策
を
と
る
。

❸
会
話
の
中
で
お
金
の
話
が
出
た
ら
、
詐
欺
を

疑
う
。

❹
電
話
を
受
け
て
も
ひ
と
り
で
判
断
す
る
こ
と

な
く
、
家
族
や
警
察
な
ど
に
相
談
す
る
。

★
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
★

長野県農政部農業技術課

ラジコン草刈機ラジコン草刈機
マルチローター
防除・画像解析
マルチローター
防除・画像解析 直進アシスト田植え機直進アシスト田植え機

自動運転トラクター自動運転トラクター

自動給水栓自動給水栓

農事組合法人田原
（長野県伊那市東春近）

ICT収穫・乾燥システム
（収量・食味コンバイン）
ICT収穫・乾燥システム
（収量・食味コンバイン）

営農支援システム
KSAS活用

米の高品質化と
安定収量確保

園芸品目（ネギ等）の
拡充と収益性向上

新たな雇用創出
（非熟練者も可）

伊那市におけるスマート農業技術の一貫体系の導入実証

省力化と労力確保・経営の見える化・データに基づく栽培管理

農作物・果樹・畑作物　共済事業および収入保険　合計実績

　
令
和
元
年
産
の
収
穫
共
済
（
農
作

物
、果
樹
、畑
作
物
共
済
）と
収
入
保

険
の
引
受
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　
水
稲
で
は
制
度
改
正
に
よ
り
任
意

加
入
制
と
な
り
、
収
入
保
険
の
加
入

を
合
わ
せ
て
、
面
積
で
前
年
に
比
べ

86
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
４
年
か
ら
一
筆
方
式

が
廃
止
に
な
る
た
め
、
全
相
殺
方
式

等
、
他
の
方
式
へ
１
３
０
０
件
余
の

方
が
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
果
樹
共
済
に
お
い
て
は
、
り
ん
ご

と
な
し
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
共
済

目
的
全
体
の
面
積
で
１
０
２
・
６
％

の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
畑
作
物
共
済
の
そ
ば
に
つ
い
て
は
、

面
積
で
前
年
に
比
べ
４
割
近
く
伸
び
、

大
豆
と
合
わ
せ
て
１
０
８
・
４
％
と

な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
下
記
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 令

和
元
年
産 

引
受
状
況
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斑尾山
1382

黒姫山
2053

野尻湖ナウマンゾウ博物館

道の駅しなの
黒姫野尻湖PA

黒姫高原スノーパーク

タングラム
スキーサーカス

妙高杉ノ原スキー場

池の平温泉スキー場

斑尾高原
スキー場

苗名滝

琵
琶
島

野尻湖

関川 18

上信越自動車道

黒姫駅

妙高高原駅

古間駅

信濃町ＩＣ

妙高高原ＩＣ

しなの鉄道
北しなの線

　
山
形
村
産
の
長
芋
は
粘
り
と
甘
さ
、
コ
ク
が
あ
る
の
が
特

徴
で
す
。
山
形
村
で
の
本
格
的
な
長
芋
栽
培
は
昭
和
30
年
代

よ
り
始
ま
り
、
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
る
栽
培
技
術
の
改
良

に
よ
り
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
現
在
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
同
村
は
長
芋
栽
培
に
適
し
た
地
域
で
標
高
が
６
５

０
〜
７
０
０
ｍ
で
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
日
照
時
間
が
長

い
こ
と
と
、
肥
沃
で
石
が
少
な
く
水
は
け
の
よ
い
火
山
灰
土

壌
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
甘
さ
と
粘
り
気
が
強
く
き
め
細

か
な
舌
触
り
と
コ
ク
の
あ
る
長
芋
が
収
穫
で
き
ま
す
。

　
長
芋
の
収
穫
時
期
は
１
年
に
２
回
あ
り
、
11
月
初
旬
か
ら

12
月
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
る
秋
掘
り
と
、
３
月
か
ら
４
月
に

か
け
て
収
穫
さ
れ
る
春
掘
り
に
分
か
れ
ま
す
。
秋
掘
り
は
、

み
ず
み
ず
し
い
食
感
が
特
徴
で
、
春
掘
り
は
熟
度
が
進
ん
で

い
る
た
め
コ
ク
が
あ
り
濃
厚
な
味
わ
い
と
な
り
ま
す
。

　
地
元
市
場
を
は
じ
め
各
方
面
へ
出
荷
さ
れ
る
ほ
か
、
農
協

直
売
所
で
の
販
売
も
あ
り
、
収
穫
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
多
く
の
消
費
者
へ
山
形
村
産
の
長
芋
の
味
わ
い
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

個人情報の取扱い・注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、長野県農業共済組合（NOSAI長野）が適切に管理いたします。賞品の発送、
広報紙への読者の声の掲載のためにご記入いただくもので、それ以外の目的で個人情報を利用したり、第三
者への提供・開示をしたりすることは一切ありません。●ご応募に際しては、個人情報の提供に同意した上
でご応募ください。●賞品または抽選や当選に関するご質問は受け付けておりません。

■ 当選者発表
 正解者577通の中から抽選の結果、次の方々が
当選されました。おめでとうございます。図書カ
ード（1,000円分）を進呈します。

上の文字を組み合わせて言葉を完成させてください。
また、いろいろなお便りをお待ちしています。オリン
ピック・パラリンピックの競技チケットは当たりまし
たか？

答え 
□□□□

答え
□□□□
郵便番号・住所・氏名・年齢・
電話番号をご記入ください。
※いろいろなお便りをお待ち
しています。オリンピック・
パラリンピックの競技チケ
ットは当たりましたか？

（うら面）

北相木村 倉根美代子さん

小 諸 市 土屋久美子さん

小 諸 市 髙橋　和明さん

立 科 町 荻原　秀子さん

佐 久 市 花里せい子さん

佐 久 市 市川　　浩さん

上 田 市 竹内　幸子さん

上 田 市 西川　康次さん

青 木 村 沓掛　平一さん

長 和 町 竜野由喜子さん

東 御 市 今井　都子さん

坂 城 町 小宮山ひろ子さん

坂 城 町 牧原　貞子さん

坂 城 町 小林　直美さん

富士見町 有賀　史恩さん

原　　村 行田みき子さん

伊 那 市 本郷　美保さん

宮 田 村 加藤　恵子さん

高 森 町 清水　信子さん

豊 丘 村 原　　佳美さん

松 川 町 松沢　幾子さん

駒ケ根市 樋屋　亜紀さん

塩 尻 市 太田　鈴子さん

塩 尻 市 巣山　紀子さん

松 本 市 柏原　　幸さん

松 本 市 髙橋　恵子さん

松 本 市 上原カズ子さん

山 形 村 村上　雅彦さん

安曇野市 澤渡けさ栄さん

安曇野市 髙橋　稲子さん

安曇野市 古幡香代子さん

松 川 村 熊井　孝雄さん

池 田 町 宮﨑　久子さん

飯 山 市 大平　康雄さん

長 野 市 原山　邦子さん

長 野 市 山岸　和江さん

長 野 市 内山みゆきさん

小布施町 涌井　加根さん

飯 綱 町 小林　元男さん

飯 綱 町 小林　紀子さん

■応募方法
記入例
（ハガキで応募して
ください）

■締め切りは、令和２年2月14日（金）必着
■正解者の中から抽選で40名様に図書カード（1,000円分）を進呈します。
■ クイズの正解と当選者の氏名・市町村名は、「NOSAIながの」春号の紙面にて

発表します。

■ 前号の答え 率税減軽

長
芋

材料（４人分）
おっことそば（二八そば）

●そば粉.....................................400ｇ
●小麦粉（中力） ........................100ｇ
●熱湯........................約200〜220cc 　

富
士
見
町
乙
事
地
区
は
標
高
１
０
０
０
㍍
に
位
置
し
、
八
ヶ
岳
の

噴
火
に
よ
る
火
山
灰
土
に
覆
わ
れ
た
や
せ
地
で
そ
ば
栽
培
に
適
し
て

い
ま
す
。
昔
か
ら
他
の
作
物
が
凶
作
で
も
、
そ
ば
が
住
民
の
命
を
守

り
昔
な
が
ら
の
伝
統
の
製
法
に
よ
り
こ
の
地
域
で
は
ど
こ
の
家
で
も

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ば
処「
お
っ
こ
と
亭
」の
そ
ば
粉
は
、
地
元
で
栽
培
面
積
が
増
え

て
い
る
信
濃
１
号
を
使
い
、
天
ぷ
ら
も
地
元
で
採
れ
る
旬
の
野
菜
を

使
い
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
茹
で
あ
が
っ
た
そ
ば
は
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
人
が
大
勢
集
ま
る
時
に
重
宝
な「
切
り
だ
め
」と
言
わ

れ
る
大
き
な
木
箱
の
容
器
に
入
れ
て
、
好
き
な
だ
け
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
八
ヶ
岳
周
辺
に
は
観
光
地
も
多
く
、
１
年
中
観
光
客
で
賑
わ
う
と

と
も
に
、
地
元
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
11
月
上

旬
に
は
新
そ
ば
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
地
元
野
菜
の
販
売
も
あ
り
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
予
約
制
で
そ
ば
作
り
が
体
験
で
き
る
「
そ

ば
道
場
」も
魅
力
的
で
す
。

「おっことそば」  富士見町

※ワカサギ釣りのご予約・詳しい設備・サービス・営業日など
は各屋形船店のホームページやお電話などでご確認・お問
い合わせください。

山
形
村

（
取
材
協
力
／
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド 

山
形
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
）

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
										クイズ係

63円切手
をお貼り
ください

〒380-0935
（おもて面）※

つくり方
① こね鉢の中でそば粉と小麦粉全量をよく混ぜ合わせる。
② 沸騰湯約200〜220ccを入れ、耳たぶ位の固さになるよう調整

する。
③ ７〜８分位、つやとねばりが出るまでこね、表面をなめらかにこ

ね上げる。こね終わったら丸い玉にする。
④ のし板にうち粉をふるいそば玉を置き、手で徐々に押しつぶす。

次に棒で円形を保ち、そばをまわしながら徐々にのばし、直径
40cm位になったら、棒にそばを巻きつけて1.5mm位の厚さま
でのばす。

⑤ そばのうち粉をふって幅10cm位にたたみ、端から１〜1.5mm
位の太さになるように、包丁で手前から前方へ押し出しながら
切り容器に並べる。

⑥ 大きい鍋にお湯をたっぷり用意する。３〜４ℓくらいの湯量なら
150〜170ｇ位ずつそばをパラパラほぐしながら入れて蓋をし、
沸騰してきたそばが浮き上ってきたら、少量の水（カップ１杯
200cc）を目安として打水し、再び浮き上ったら（ゆで時間40〜 
60秒）すぐザルですくい上げ、冷水で２〜３回水を替えてよくぬ
めりを取り洗う。ザルに移してよく水を切って出来上がり。

⑦ そばは「ひきたて」、「打ちたて」、「ゆでたて」の３たてが美味しい。
⑧ そばつゆ、薬味はそれぞれお好みで。天ぷらを添えると、なお美

味しい。

（写真提供：信州しなの町観光協会）

　
斑
尾
山
と
黒
姫
山
に
挟
ま
れ
た
標
高
６
５
４
ｍ
の

高
原
に
位
置
す
る
野
尻
湖
。
湖
の
形
が
芙
蓉
の
花
の

形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
別
名
「
芙
蓉
湖
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化
石
が
出
土
す
る
こ
と
で
も
知

ら
れ
、
湖
畔
に
は
野
尻
湖
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
博
物
館
が

あ
り
ま
す
。

　
水
上
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
覧
船
な
ど
四
季
折
々
に
幅
広

く
楽
し
め
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
が
、
冬
季
は
「
ワ

カ
サ
ギ
釣
り
」
が
人
気
。
暖
房
と
ト
イ
レ
完
備
の
屋

形
船（
事
前
予
約
必
須
）で
、
初
心
者
か
ら
フ
ァ
ミ
リ

ー
ま
で
釣
り
糸
を
垂
ら
し
て
楽
し
め
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
冬
の
風
物
詩
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 「

野
尻
湖
」

   

上
水
内
郡 

信
濃
町

NOSAI長野NOSAI長野 1415



　
就
農
し
て
６
年
目
に
な
り
ま
す
。
生
ま

れ
育
っ
た
故
郷
の
上
田
市
の
果
樹
畑
や
田

園
が
荒
廃
し
て
い
く
の
を
憂
い
、
農
業
に

従
事
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
同
時

に
農
業
が
楽
し
そ
う
に
思
え
た
こ
と
が
農

業
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

　
現
在
７
名
の
社
員
で
、
な
し
、
ぶ
ど
う
、

り
ん
ご
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
朝
６
時
か

ら
収
穫
、
昼
間
荷
造
り
、
夕
方
出
荷
と
い

う
日
課
で
、
夏
の
終
わ
り
か
ら
初
冬
に
か

け
て
は
収
穫
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
忙
し
い

毎
日
で
す
。

　
ほ
と
ん
ど
が
生
食
用
で
地
元
の
直
売
所

等
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
個
人
の
お
客
様

へ
の
発
送
も
多
く
、
こ
う
し
た
お
客
様
の

声
を
直
接
い
た
だ
け
る
の
が
励
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

編
集
後
記

このパンフレットは、見や
すいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

発行日／2019年12月18日

■編集・発行
長野県農業共済組合（NOSAI長野）
〒380-0935 長野市大字中御所字岡田79-5
TEL.026-217-5800　FAX.026-217-5816
https://www.nosai-nagano.or.jp/

■ 各地域センター連絡先
東信地域センター TEL.0267-58-2580
南信地域センター TEL.0265-73-2195
中信地域センター TEL.0263-40-2500
北信地域センター TEL.026-219-2890

　
令
和
に
入
り
２
年
目
の
今
年
は
穏
や
か
な
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
…
。
た
だ
た
だ
願
う
ば
か

り
で
す
。

　
５
年
日
記
、
続
い
て
い
ま
す
。　
　
　
（
Ｍ
）

— 読 者 の み な さ ん の お 声 —
　
年
号
も
令
和
に
変
わ
り
、
草

木
も
し
ば
し
眠
り
に
入
る
季
節
。

お
と
な
し
い
年
変
わ
り
か
と
思

い
つ
つ
、
さ
れ
ど
自
然
の
す
ご

さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
昨
今
。
台
風
19
号
の
災
害
、

共
済
の
意
味
が
大
き
く
光
り
ま

し
た
。
今
後
心
穏
や
か
な
暮
ら

し
を
願
い
つ
つ
。

	

長
和
町	
Ｙ
さ
ん

　
焼
肉
プ
レ
ー
ト
や
き
ま
る
。

　

	

安
曇
野
市	

Ｓ
さ
ん

　
家
を
建
て
替
え
ま
し
た
。

　

	

信
濃
町	

Ｋ
さ
ん

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
（
前

後
録
画
）。	

安
曇
野
市	

Ｎ
さ
ん

　

９
月
末
に
コ
タ
ツ
を
購
入
し

ま
し
た
。	

長
野
市	

Ｈ
さ
ん

　
家
族
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

へ
行
き
ま
し
た
。

	

諏
訪
市	

Ｈ
さ
ん

　
携
帯
電
話
ｉ
Ｐ
ｈｏ
ｎｅ
11
。

	

安
曇
野
市	

Ｆ
さ
ん

　
お
墓
を
購
入
し
て
将
来
に
備

え
ま
し
た
。	

千
曲
市	

Ｓ
さ
ん

　
春
先
に
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

故
障
し
ま
し
た
。
農
業
者
に
と

っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
何
と
か
９
月
中
に
無
事

支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

	

長
野
市	

Ｋ
さ
ん

　

９
月
30
日
夕
方
、
20
年
以
上

使
用
し
て
き
た
電
子
レ
ン
ジ
が

突
然
壊
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
う

こ
と
っ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
翌

日
10
％
の
消
費
税
を
払
い
買
い

替
え
ま
し
た
。	

下
條
村	

Ｈ
さ
ん

　
カ
ー
ド
で
購
入
す
る
と
５
％

還
元
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う

で
す
が
、
年
寄
り
に
は
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
し
、
カ
ー
ド
は
持

ち
た
く
な
い
で
す
。
皆
に
公
平

に
な
る
よ
う
な
施
策
が
ほ
し
い

で
す
。	

千
曲
市	
Ｎ
さ
ん

　
何
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
そ

れ
で
も
気
持
ち
が
動
く
の
か
、

10
月
１
日
前
に
は
が
き
を
出
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。

	

佐
久
市	

Ｍ
さ
ん

　
女
性
で
も
持
て
る
軽
い
充
電

式
草
刈
り
機
を
購
入
し
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
は
強
そ
う
で
楽
に
草
刈

り
が
で
き
そ
う
で
す
。

	

佐
久
市	

Ｉ
さ
ん

　
「
酒
」で
す
が
、
増
税
前
に
完

飲
し
て
し
ま
っ
た
！

	

箕
輪
町	

Ｔ
さ
ん

〜
増
税
前
に
購
入
し
た

   

も
の
は
あ
り
ま
す
か
〜

表紙
クローズ
アップ上田市

株式会社パトリオット
エンタープライズ

中
なかむら

村 悠
ゆ う き

基さん（31歳）

　　 佳
よ し み

美さん（27歳）

　
組
合
で
は
「
現
金
」
の
取
り
扱

い
に
伴
う
事
故
を
未
然
防
止
し
、

事
務
処
理
の
適
正
化
と
効
率
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
掛
金
等
を
現
金
ま
た
は
振
込
で

納
入
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
は
、

す
べ
て
の
事
業
に
お
い
て
口
座
振

替
へ
変
更
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
共
済
掛
金
等
を
現
金
等
で
お
支

払
い
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
農
林
水
産
省
お
よ
び
長
野

県
の
指
導
に
よ
り
適
正
な
引
受
契

約
の
確
認
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

加
入
手
続
き
終
了
後
、
改
め
て
組

合
か
ら
「
共
済
加
入
内
容
の
確
認

書
」
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
確
認
書
が
届
い
た
場
合
は
、
お

手
数
で
も
必
要
事
項
を
ご
記
入
い

た
だ
き
、
必
ず
ご
返
送
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

共
済
引
受
内
容
の

確
認

口
座
振
替
へ

変
更
の
お
願
い


